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2013年5月1日 　日本学生支援機構政策企画部広報課内

会　報
 

 

ご あ い さ つ 
 

       育英友の会 

       理事長 田村規千代 

 

 お久しぶりでございます。育英友の会の理事長をお引き受けして六年目になります。 

 全国各地の正会員並びに会員の皆様におかれましては、ますますご健勝にてご活躍のこ

とと、心からお慶び申し上げるものです。 

 さて育英友の会は、昭和 31年(1956 年)に創立され、今年で 57年の歴史を積み重ねるこ

とができました。これまでいろいろと紆余曲折を経ながらも歩んでこられましたのも、一

重に先輩諸兄はじめ皆さんのご協力のおかげと感謝しております。 

 ところで、育英友の会の規約の前文を今更ながら拝見いたします

とこの前文では、 『互いに親しみ互いに力となって、国民の期待

にそう人物となるよう努める。』 『後輩学徒のよき理解者として、

できるかぎりの支援をおしまない。』 『われらの修学を支援した社

会に敬意を表するとともに、さらに教育を重んずる文化国家の建設

に協力する。』 『学生支援事業を現実に行う日本学生支援機構に

つねに深い関心をもち、その運営についてよき助言者となり、実際

の協力者となる。』 と記されています。 

 今一度この精神を胸に刻み、これからの活動の深まりを目指したいものです。 

 さて、昨年行われた「平成 24年度留学生・奨学生地域交流集会」の実績報告書をこの拝

見いたしますと、全国８地区での開催では、いずれの地区でも事故もなく成果を収めるこ

とができました。日本学生支援機構の関係者の皆様を始め、開催委員の方々、更には参加

された留学生始め日本人学生の皆様にも感謝申し上げます。 

 この交流集会では、参加学生 342 名（うち、留学生 137

名）、スタッフ人数 93名（うち、機構職員８名）でした。

この中で特に嬉しく思っていることのひとつは、スタッ

フの中に外国人の方々が10名近く参加されていることで

す。 

 私たちが現在取り組んでいるこの事業の精神が、将来

世界各国でも展開されますことを願いたいものです。 

 

 

ここで今年度の目標でありますが、 

１ 更なる会員の増加を図り、育英友の会の発展を期すること。 

２ 交流集会を始めとして魅力ある活動を工夫し、本会の精神の輪を拡げること。 

 この二つの目標を掲げ、微力ではありますが皆様とともに活動を前進させて行きたく存

じます。 

 ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
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留学生・奨学生地域交流集会参加者募集中！ 
 

外国人留学生と日本人学生との交流により国際親善と相互理解を深めることを目的とす

る「留学生・奨学生地域交流集会」を、日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）と育英友の会の

共催で、今年は全国７箇所で開催の予定です。 

 

北海道地区 東北地区
地　域； 北海道 地　域； 青森県・岩手県・宮城県・秋田

県・山形県・福島県
日　程； 8/17（土）～8/19（月） 日　程； 8/10（土）～8/12（月）
会　場； 国立日高青少年自然の家 会　場； 秋田県立保呂羽山少年自然の家
参加費； ４，８００円 参加費； ４，８００円  
 
 

関東地区
対　象； 茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・

東京都・神奈川県・山梨県・新潟県・長野県
日　程； 8/23（金）～8/25（日）
会　場； 国立赤城青少年交流の家
参加費； ４，８００円  
 
 

東海地区 近畿地区
対　象； 岐阜県・静岡県・愛知県・三重

県・富山県・石川県
対　象； 滋賀県・京都府・大阪府・兵庫

県・奈良県・和歌山県・福井県
日　程； 9/14（土）～9/16（月・祝） 日　程； 8/16（金）～8/18（日）
会　場； 国立乗鞍青少年交流の家 会　場； 国立淡路青少年交流の家
参加費； ４，８００円 参加費； ４，８００円  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中国・四国地区 九州地区
対　象； 鳥取県・島根県・岡山県・広島

県・山口県・香川県・徳島県・
愛媛県・高知県

対　象； 福岡県・佐賀県・長崎県・大分
県・熊本県・宮崎県・鹿児島
県・沖縄県

日　程； 9/6（金）～9/8（日） 日　程； 9/22（日）～9/24（火）
会　場； 国立江田島青少年交流の家 会　場； 国立夜須高原青少年自然の家
参加費； ４，８００円 参加費； ４，８００円  

※日程や参加費につ

いては、変更になるこ

ともあります。 

 奨学生以外の一般学

生も参加できます。 

 高校生は対象外です 
（参加できません） 

留学生 奨学生 

一般学生 

参 加 者 
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育英友の会会員証（うら） 

右側の部分は、会員証の裏面になり

ます。次ページの会員証（表面）に各

自お名前をご記入のうえ、切り取って

保管してください。

 
 
 

 さまざまな国からの留学生と日本人学生と

で、討論やレクリエーションなどの活動を共に

することによって相互に交流することができま

す。 
（開催地区によって内容は若干異なります） 

 この会員証は，2014 年３月末まで有効で

す。 
ただし次年度会費の納入を継続される場合

に限り，この有効期限は次年度の会員証が

発行されるまで（新しい会員証がお手元に

届くまで）となります。 育英友の会 

↑ 昨年（2012 年）近畿地区の交流集会でのスナップ

募集中
．．．

 

詳細は日本学生支援機構のホームページ（http://www.jasso.go.jp）や 

育英友の会のホームページ（http://www.ikueitomonokai.jp）をご覧ください。

申し込みも可能です。 
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理 事 会 報 告 
２０１３年３月１６日（土）～１７日（日）、東京都渋谷区の国立オリンピック記念青少年総合センター

において２０１２年度第３回理事会が開催されました 

 
 

 
 
 

 

 

会　員　証

氏　名

2013年度育英友の会正会員であることを証明します。

育英友の会理事長　田村規千代

育英友の会印

※育英友の会印のないものは無効です
 

◎２０１２年度活動状況 
１.総務・事務局 

(1) 大会・理事会の開催 
(2) 会員データベース・会員証について 

２ 財務関係 
(1) 支部配分金について 
(2) 2012 年度決算報告書の書式と提出書類 

３ 事業関係 
・ 留学生奨学生地域交流集会関係 

４ 広報関係 
・ 会報及び支部報の発行、送付 

◎２０１３年度事業計画 
１.総務・事務局 

(1) 会議出席に伴う経費の削減について 
(2) インターネット等の活用について 

２ 財務関係 
・ 2013 年度予算について 

３ 事業関係 
・ 留学生奨学生地域交流集会実施計画 

４ 広報関係 
・ 会報及び支部報の発行について 

友の会あてメールへのお願い
　育英友の会あてに、日本学生支援機構の奨学金につ
いての相談、問い合わせのメールをいただくことがあ
ります。

　申し訳ございませんが育英友の会は、日本学生支援
機構とは別の団体です。

　奨学金に関する問い合わせは日本学生支援機構の奨
学事業相談センター（0570-03-7240）へ直接お問い合
わせください。
　育英友の会からの回答は御容赦願います。

育英友の会ホームページ http://www.ikueitomonokai.jp

北海道支部 http://www.ikueitomonokai.jp/hokkaido/
東北支部 http://www.ikueitomonokai.jp/tohoku/
関東支部 http://www.ikueitomonokai.jp/kanto/
北信越支部 http://www.ikueitomonokai.jp/hokushinetsu/
東海支部 http://www.ikueitomonokai.jp/tokai/
近畿支部 http://www.ikueitomonokai.jp/kinki/
中国四国支部 http://www.ikueitomonokai.jp/chushikoku/
九州支部 http://www.ikueitomonokai.jp/kyushu/
　　　

育英友の会ホームページアドレス

友の会への問い合わせ
　育英友の会事務局には、常駐する関係者が
おりません。申し訳ございませんが、お問い
合わせなどは、下記あて先までメールでお願
いします。

　　　　refer-itomo@ikueitomonokai.jp
住所が変わられた方も、メールでお知らせください。

育英友の会会員証（おもて） 
 左の四角く囲った部分が育英友の

会の会員証になります。 
 会員各自で氏名をご記入のうえ、切

り取って保管してください。 
 有効期限等については、裏面に記載

されております。 
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